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6
月
中
旬
、
復
興
の
進
ん
だ
長
岡
市
山
古
志
地

域
を
5
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
。あ
の
地
震
の
半
年
後
、

復
興
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
こ
ろ
以
来
の

再
訪
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
道
路
は
寸
断
さ
れ
て

お
り
、
限
ら
れ
た
場
所
に
の
み
ご
案
内
い
た
だ
い

た
が
、
飴
の
よ
う
に
折
れ
曲
が
っ
た
太
い
鉄
骨
の

牛
舎
や
水
没
し
た
集
落
な
ど
、
被
害
の
す
さ
ま
じ

さ
に
身
も
す
く
ん
だ
。

　

筆
者
は
不
勉
強
に
し
て
、
あ
の
地
震
で
注
目
を

浴
び
る
ま
で
、
山
古
志
村
が
い
か
に
際
立
っ
た
存

在
で
あ
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
2

万
5
千
分
の
1
の
地
形
図
を
見
る
と
、そ
こ
に
は
、

他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
お
び
た
だ
し
い
数
の
池
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
山
古
志
が
発
祥

の
地
と
い
わ
れ
る
錦
鯉
の
池
で
あ
り
、
棚
田
な
ら

ぬ
棚
池
と
呼
ば
れ
る
。

　

山
古
志
の
山
は
土
質
が
柔
ら
か
く
、
横
穴
を
掘

る
と
水
が
得
ら
れ
、
谷
川
の
な
い
斜
面
で
も
、
頑

張
れ
ば
棚
田
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
4
メ
ー

ト
ル
の
豪
雪
地
帯
で
も
、
米
さ
え
つ
く
れ
れ
ば
生

活
は
安
定
す
る
。
人
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
集
落
の

は
る
か
上
に
ま
で
棚
田
が
つ
く
ら
れ
、そ
の
結
果
、

地
理
学
者
の
勘
か
ら
す
る
と
、
複
雑
な
地
形
の
山

村
に
し
て
は
、
家
の
数
も
多
い
。
そ
し
て
棚
田
に

水
を
供
給
す
る
た
め
の
池
で
鯉
が
飼
わ
れ
、
そ
こ

に
す
ば
ら
し
い
錦
鯉
が
育
っ
た
た
め
に
、
棚
田
の

一
部
も
棚
池
と
な
っ
た
。
人
の
手
仕
事
を
映
し
出

す
稀
有
な
風
景
が
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
そ
し
て

い
ま
見
事
に
復
活
し
た
。

　

そ
の
後
養
殖
を
再
開
し
た
専
業
の
鯉
屋
さ
ん
は

30
戸
ほ
ど
で
あ
る
が
、
趣
味
的
に
飼
っ
て
い
る
人

の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
ど
ん
な
模
様
の
鯉
が
生

ま
れ
る
か
と
い
う
わ
く
わ
く
感
が
た
ま
ら
な
い
の

だ
と
い
う
。
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

「
牛
の
角
突
き
」も
、
ひ
た
す
ら
楽
し
み
の
た
め
に

飼
っ
て
き
た
牛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
地
震
の
後

も
、
牛
小
屋
に
残
し
て
き
た
牛
に
草
を
や
る
た
め

に
ひ
そ
か
に
往
復
し
た
人
た
ち
が
い
た
ら
し
い
。

　

筆
者
は
、
深
い
雪
国
で
米
を
つ
く
り
、
牛
と
鯉

を
育
て
て
き
た
こ
の
村
の
人
た
ち
の
土
地
へ
の
愛

着
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
家
屋
の
全
壊
数
知
れ
ぬ
村
に
6
割
以

上
の
人
た
ち
が
戻
っ
た
。水
没
し
て
高
台
に
移
り
、

真
新
し
い
家
が
立
ち
並
ん
だ
地
区
も
あ
る
。
棚
田

と
棚
池
の
美
し
い
風
景
に
見
と
れ
つ
つ
、
愛い

と

し
い

土
地
を
丁
寧
に
使
う
く
ら
し
が
よ
み
が
え
っ
た
こ

と
を
、
何
よ
り
も
寿

こ
と
ほ

ぎ
た
い
と
思
っ
た
。

山
あ
い
の
棚
田
と
棚
池（
新
潟
県
旧
山
古
志
村
・
宮
口
侗
廸
氏
撮
影
）

閑話休題

旧
山
古
志
村
の
復
興
に
思
う

早
稲
田
大
学
教
授　

宮 

口　

侗 

廸

み
や

ぐ
ち

と
し

み
ち

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。
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政 策

厳
し
さ
増
す
農
村
地
域

国
内
は
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
始

ま
っ
た
が
、
と
り
わ
け
農
村
地
域
は
そ
の

ス
ピ
ー
ド
や
高
齢
化
の
進
行
が
早
く
、
集

落
機
能
や
農
地
、農
業
用
水
、農
道
と
い
っ

た
生
産
基
盤
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
農
林
水
産
省
が
今
年
4
月
に
ま
と
め

た
農
業
・
農
村
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
集
落
内
の
農
業
生
産
資
源
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
で
き
る
か
と
い
う

質
問
に
対
し
、
農
業
者
の
9
割
が
「
難
し

く
な
る
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
難
し
く

な
る
」
と
悲
観
的
な
見
方
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
の
維
持

に
必
要
な
施
策
を
複
数
回
答
可
で
聞
い
た

と
こ
ろ
、
最
多
の
95
・
1
％
が
「
農
業
で

十
分
な
所
得
が
得
ら
れ
る
対
策
」と
答
え
、

農
村
資
源
維
持
活
動
に
対
す
る
支
援
対
策

（
77
・
4
％
）、
若
者
等
の
人
材
の
確
保
対

策
（
77
・
2
％
）
な
ど
の
回
答
が
続
い
た
。

白
書
は
こ
の
調
査
結
果
も
論
拠
に
し
な
が

ら
、「
地
域
に
お
い
て
十
分
な
所
得
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
戸
別

所
得
補
償
制
度
、
農
業
・
農
村
の
6
次
産

業
化
対
策
等
、
各
般
の
対
策
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

6
次
産
業
化
と
は

「
6
次
産
業
化
」
と
は
、
白
書
に
よ
る

と
「
1
次
×
2
次
×
3
次
」
と
い
う
掛
け

算
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、「
農
業
サ
イ
ド

に
よ
る
生
産
・
加
工
・
販
売
の
一
体
化
」「
1

次
産
業
と
し
て
の
農
業
と
2
次
産
業
と
し

て
の
製
造
業
、
小
売
業
等
の
3
次
産
業
の

融
合
」
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
雇
用
機
会
や
所
得
の
増
加
、
農
村

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
重
要
な
施
策

だ
と
訴
え
た
。

具
体
的
に
は
、
▽
地
域
産
物
を
使
っ
た
食

品
開
発
や
販
売
、直
売
所
運
営
▽
農
家
民
宿

の
開
業
、
農
村
体
験
の
受
け
入
れ
▽
農
商

工
連
携
を
通
じ
た
新
商
品
開
発
▽
稲
わ
ら

や
食
品
残
さ
の
活
用
▽
地
域
資
源
で
あ
る

太
陽
光
、水
力
、風
力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

平
成
17
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
農
村
地

域
の
9
5
6
万
世
帯
に
占
め
る
農
家
の
割

合
は
、2
割
程
度
の
2
1
4
万
戸
に
過
ぎ
な

い
。
農
村
地
域
と
い
え
ど
も
非
農
家
が
大

部
分
を
占
め
て
お
り
、彼
ら
の
雇
用
や
所
得

を
確
保
し
て
地
域
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

6
次
産
業
化
の
推
進
が
必
要
だ
と
し
た
。

そ
の
実
現
に
は
、
食
品
産
業
な
ど
の
民

間
企
業
と
産
地
の
連
携
と
と
も
に
、
助
言

役
と
な
る
専
門
的
な
人
材
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か

ら
創
設
さ
れ
た
「
食
農
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
」
に
は
、
今
年
3
月
時

点
で
個
人
1
1
4
人
、
企
業
6
社
が
登
録

し
て
い
る
。南

房
総
市
の
び
わ
栽
培

6
次
産
業
の
代
表
例
と
し
て
取
り
上
げ

農村活性化の道筋を探る農村活性化の道筋を探る農村活性化の道筋を探る

平成22年版 食料・農業・農村白書平成22年版 食料・農業・農村白書平成22年版 食料・農業・農村白書

－政権交代後の農政について解説－－政権交代後の農政について解説－－政権交代後の農政について解説－

　

政
府
は
こ
の
た
び
、
平
成
22
年
版
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
を
公
表
し

た
。
特
集
ペ
ー
ジ
は
「
新
た
な
農
政
へ
の
大
転
換
」
と
銘
打
ち
、
民
主
党
政

権
の
看
板
政
策
で
あ
る
戸
別
所
得
補
償
制
度
な
ど
を
解
説
。
本
編
で
は
、
生

産
だ
け
で
な
く
加
工
・
販
売
ま
で
を
手
掛
け
て
所
得
を
向
上
さ
せ
る
農
業
の

「
6
次
産
業
化
」
や
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
家
畜
伝
染
病
の
口
蹄
疫
も
取
り

上
げ
た
。

　

白
書
は
近
年
、
簡
素
化
の
方
向
に
あ
っ
た
が
、
今
回
は
図
表
を
多
用
し
、

文
章
も
「
で
す
ま
す
調
」
に
改
め
る
な
ど
し
て
「
国
民
に
読
ま
れ
る
白
書
」（
情

報
評
価
課
）
を
目
指
し
た
た
め
、
前
年
版
に
比
べ
大
幅
に
ペ
ー
ジ
数
が
増
え

た
。
以
下
、
第
4
章
「
農
村
地
域
の
活
性
化
」
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
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ら
れ
た
の
は
、
千
葉
県
南
房
総
市
の
び
わ

栽
培
だ
。

旧
富
浦
町
が
設
立
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

が
、
2
0
0
戸
程
度
の
生
産
農
家
か
ら
規

格
外
の
果
実
や
葉
を
仕
入
れ
、
ジ
ャ
ム
、

缶
詰
、
ピ
ュ
ー
レ
、
び
わ
茶
を
製
造
。
び

わ
の
ピ
ュ
ー
レ
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
の
商
品
開
発
に
結

び
付
き
、
規
格
外
品
の
活
用
に
よ
る
農
家

収
入
の
増
加
、
び
わ
の
葉
の
剪
定
に
よ
る

収
量
増
加
と
い
う
好
結
果
を
も
た
ら
し

た
。
さ
ら
に
、
い
ち
ご
園
や
花
摘
み
体
験

農
園
を
開
設
し
、
周
辺
農
家
の
び
わ
狩
り

の
斡
旋
と
い
っ
た
観
光
事
業
も
手
掛
け

る
。一

方
、
宇
治
茶
の
主
産
地
で
あ
る
京
都

府
和
束
町
は
、「
利
き
茶
」
や
茶
摘
み
、

茶
だ
ん
ご
づ
く
り
、
茶
の
木
を
使
っ
た
木

工
細
工
な
ど
の
体
験
型
観
光
が
売
り
。
平

成
20
年
に
は
物
販
・
飲
食
施
設
と
し
て「
和

束
茶
カ
フ
ェ
」
が
設
け
ら
れ
、
昨
年
度
の

来
館
客
は
5
5
0
0
人
に
上
っ
た
と
い

う
。

関
心
高
い
都
市
住
民

農
水
省
が
今
年
4
月
に
公
表
し
た
都
市

住
民
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
複

数
回
答
可
）
に
よ
る
と
、「
地
域
農
産
物

の
積
極
的
な
購
入
等
で
農
業
・
農
村
を
応

援
し
た
い
」
と
答
え
た
人
は
85
・
3
％
に

上
っ
た
。
ま
た
、
市
民
農
園
等
で
農
作
業

を
楽
し
み
た
い
人
は
39
・
0
％
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
参
加
し
た
い
人
は

35
・
1
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
潜
在
的
な
ニ
ー

ズ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

農
作
業
の
体
験
な
ど
を
売
り
物
に
す
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
参
加
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
農
林
漁
家
民
宿
な
ど
の

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
設
」
の
宿
泊

者
は
、
平
成
20
年
に
は
8
4
4
万
人
に
達

し
た
。
農
水
省
と
観
光
庁
は
今
年
度
か
ら

「
よ
う
こ
そ
！
農
村
へ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
外
国
人
も
含
め
た
誘
客
を

目
指
し
て
い
る
。

成
功
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
長
崎

県
小
値
賀
町
。特
定
非
営
利
活
動
法
人「
お

ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」は
、

国
内
外
の
個
人
や
団
体
の
集
客
に
努
め
て

お
り
、
米
国
の
高
校
生
約
1
7
0
人
の
受

け
入
れ
実
績
も
。
島
内
の
民
宿
は
当
初
の

10
軒
か
ら
現
在
は
50
軒
に
ま
で
増
え
た
。

白
書
は
ま
た
、
秋
田
県
大
潟
村
で
20
代

の
女
性
ら
が
コ
メ
の
栽
培
に
取
り
組
む

「
ノ
ギ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
最

近
話
題
と
な
っ
て
い
る
若
者
の
農
業
参
加

に
つ
い
て
も
具
体
例
を
取
り
上
げ
た
。
若

年
者
の
完
全
失
業
率
が
悪
化
す
る
中
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
育
て
、「
若
者
を
求

め
る
農
村
」
と
「
職
を
求
め
る
若
者
」
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

集
落
の
防
災
機
能
は

昨
年
7
月
、
中
国
地
方
と
九
州
北
部
を

襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
、
多
数
が
死
亡
し
た

山
口
県
防
府
市
。
白
書
は
、
こ
の
惨
事
の

※参考１　６次産業化の取組の経済効果の例

資料：農林水産政策研究所作成
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裏
側
で
、
改
修
済
み
の
た
め
池
の
堤
体
が

上
流
か
ら
の
土
砂
を
せ
き
止
め
、
下
流
へ

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
と
説

明
。
農
地
や
農
業
用
施
設
を
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
が
、
地
域
防
災
に
と
っ
て
も
重

要
だ
と
訴
え
た
。

内
閣
府
が
今
年
1
月
に
ま
と
め
た
孤
立

集
落
に
関
す
る
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
地

震
な
ど
の
災
害
発
生
時
、
道
路
や
通
信
手

段
が
寸
断
さ
れ
て
孤
立
す
る
可
能
性
の
あ

る
農
業
集
落
は
、
山
間
部
を
中
心
に
全
国

で
1
万
7
4
0
6
カ
所
に
上
る
。
都
道
府

県
別
で
こ
う
し
た
集
落
が
多
い
の
は
長
野

県
（
1
2
7
6
カ
所
）
と
広
島
県
（
1
1

1
4
カ
所
）
だ
っ
た
。

孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
集
落
で
は
、

日
常
の
避
難
訓
練
や
災
害
時
の
助
け
合
い

の
核
と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
重
要
と
な

る
が
、
そ
の
組
織
率
を
市

町
村
別
に
見
る
と
、
過
疎

地
域
な
ど
の
条
件
不
利
地

域
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
低

調
で
、
特
に
全
域
が
山
村

振
興
法
に
基
づ
く
振
興
山

村
や
離
島
で
あ
る
市
町
村

で
は
5
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
白
書
は
「
災
害
に

強
い
農
村
づ
く
り
が
重

要
」
と
も
指
摘
し
た
。

広
が
る
鳥
獣
害
対
策

同
じ
く
集
落
に
と
っ
て

深
刻
な
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
額
は
2
0
0
億
円

程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

捕
獲
数
は
こ
こ
10
年
間
で

大
幅
に
増
加
。
鳥
獣
被
害

は
、
高
齢
者
が
多
く
零
細

な
農
業
者
の
意
欲
を
萎
え
さ
せ
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
さ
ら
に
有
害
鳥
獣
の
活
動

範
囲
を
広
げ
る
と
い
う
悪
循
環
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
白
書
は
、
野
生
鳥
獣
の

生
息
に
資
す
る
適
切
な
森
林
施
業
、
ほ
場

に
餌
と
な
る
も
の
を
残
さ
な
い
取
り
組

み
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
緩
衝
地
帯
の

設
置
に
よ
る
生
息
環
境
の
管
理
、
捕
獲
に

よ
る
個
体
数
の
調
整
、
侵
入
防
止
柵
の
設

置
な
ど
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
だ

と
分
析
し
た
。

平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
た
鳥
獣
被
害
防

止
特
措
法
に
基
づ
く
被
害
防
止
計
画
は
、

全
国
9
3
3
市
町
村
が
策
定
済
み
で
、
今

年
度
中
に
は
、
さ
ら
に
1
2
2
市
町
村
が

作
成
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

集
落
維
持
へ
支
援
の
手

一
方
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど
の

設
立
に
よ
っ
て
小
規
模
な
集
落
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。例
え
ば
、

平
成
20
年
度
か
ら
は
過
疎
地
域
で
巡
回
な

ど
に
当
た
る
集
落
支
援
員
な
ど
の
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
。初
年
度
の
配
置
状
況
は
、

都
道
府
県
ベ
ー
ス
で
は
11
府
県
が
、
市
町

村
ベ
ー
ス
で
は
26
道
府
県
の
66
市
町
村

が
、
選
任
の
集
落
支
援
員
1
9
9
人
、
自

治
会
長
な
ど
を
兼
ね
る
集
落
支
援
員
約
2

0
0
0
人
を
置
い
た
。

中
山
間
地
域
は
、
国
土
面
積
の
7
割
、

農
家
戸
数
や
経
営
耕
地
面
積
の
4
割
、
農

産
物
販
売
額
の
3
割
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
、

国
土
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有
す

る
重
要
な
場
所
だ
。
し
か
し
、
平
地
に
比

べ
る
と
農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
り
、

農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ

て
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。

政
府
は
中
山
間
地
域
で
の
農
業
生
産
や

農
地
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

平
成
12
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
農
道
や

農
業
用
水
な
ど
の
農
業
の
基
盤
施
設
を
対

象
に
、
点
検
や
草
刈
り
、
初
期
的
な
補
修

と
い
っ
た
保
全
活
動
を
地
域
共
同
で
行
う

場
合
の
支
援
策
と
し
て
「
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
」
を
開
始
。
こ
の
取
り

組
み
は
活
発
化
し
て
お
り
、
21
年
度
に
は

1
万
9
5
1
7
組
織
が
計
1
4
1
万
9
0

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
維
持
管
理
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。
政
権
交
代
前
に
導
入
さ
れ
た

支
援
策
だ
が
、
白
書
は
「
施
設
の
機
能
維

持
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
」
と
前
向
き

に
評
価
し
て
い
る
。

（
時
事
通
信
社
記
者　

本
間
賢
彦
）

※参考２　専兼業別農家数の推移
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は
じ
め
に

　

上
野
村
は
、
群
馬
県
の
最
西
南
端
に
位

置
し
、
西
は
長
野
県
、
南
は
埼
玉
県
に
接

し
て
い
ま
す
。
そ
の
境
界
は
秩
父
、荒
船
、

御
荷
鉾
連
山
等
の
い
ず
れ
も
急
峻
な
1
、

0
0
0
〜
1
、
5
0
0
ｍ
を
超
え
る
山
々

が
連
な
り
、
そ
の
支
脈
が
複
雑
に
入
り
く

ん
で
、
平
坦
地
は
極
め
て
少
な
い
典
型
的

な
山
村
で
す
。
山
々
は
、
原
生
林
を
始
め

と
し
て
深
い
森
林
に
覆
わ
れ
、
森
林
面
積

は
村
の
総
面
積
1
8
1
・
86
㎡
の
96
％
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
広
葉
樹
が
多
く
四
季

の
う
つ
ろ
い
は
鮮
や
か
で
、
た
い
へ
ん
に

美
し
い
景
色
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
村
の

中
央
に
は
、
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
村
に

源
を
発
す
る
神
流
川
が
貫
流
し
て
渓
谷
を

つ
く
り
、
そ
の
本
支
流
の
河
岸
段
丘
を
利

用
し
て
、
標
高
4
0
0
〜
8
0
0
ｍ
の
位

置
に
小
集
落
が
散
在
し
て
お
り
、
人
口
は

1
、
3
7
9
人
（
平
成
22
年
6
月
1
日
現

△

農
業
体
験
講
座
：
耕
運
機
の
取
り
扱
い
講
習

上野村

前橋市

・

Ｎ

・

△

人
口
1
、3
7
9
人
の
上
野
村
。
13
％
強
に
当
た
る
1
8
7
人
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
す
。

上
野
村
は
、
定
住
者
の
方
々
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

△
島
前
３
町
村
で
、
唯
一
の
島
根
県
立
隠
岐
島

前
高
等
学
校
で
あ
る
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
事
業
で
、

　

自
立
す
る
村
づ
く
り
を
目
指
す

現地レポート町村独自のまちづくり

群馬県 上 野 村上 野 村上 野 村
うえ の むら
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在
）
と
群
馬
県
で
最
も
人
口
が
少
な
い
自

治
体
で
す
。

　

本
村
は
、
東
京
か
ら
1
0
0
㎞
圏
内
に

位
置
し
て
い
ま
す
が
、
上
信
越
自
動
車
道

や
平
成
16
年
3
月
の

湯
の
沢
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
伴
い
、
都
心
か

ら
2
〜
3
時
間
程
度

の
ア
ク
セ
ス
で
雄
大

な
山
岳
美
や
親
し
み

や
す
い
渓
流
な
ど

「
大
自
然
の
癒
し
の

力
」
に
あ
ふ
れ
る
環

境
を
満
喫
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
資
源

に
つ
い
て
も
、
群
馬

県
指
定
天
然
記
念
物

で
あ
り
関
東
一
の
規
模
を
誇
る
鍾
乳
洞

「
不
二
洞
」
を
中
心
と
し
た
川
和
自
然
公

園
、
天
空
回
廊
（
ま
ほ
ー
ば
の
森
・
上
野

ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
）、
国
指
定
重
要
文
化

財
の
「
旧
黒
澤
家
住
宅
」、
平
成
17
年
12

月
に
1
号
発
電
機
が
運
転
を
開
始
し
た
東

京
電
力
の
神
流
川
発
電
所
、
ま
た
、
平
成

の
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
る
と
と
も
に
5

年
連
続
で
関
東
一
き
れ
い
な
川
に
選
出
さ

れ
た
神
流
川
も
あ
り
、
入
り
込
み
客
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
事
業
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

観
光
客
の
増
加
と
と
も
に
、
本
村
が
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
定
住

対
策
で
す
。
過
疎
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
人

口
の
増
加
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

高
齢
化
問
題
及
び
少
子
化
問
題
の
解
決
に

も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
村
は
、
平
成
元
年
度
よ
り

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

お
り
、
現
在
は
人
口
の
13
％
強
の
1
8
7

人
（
平
成
22
年
5
月
現
在
）
が
定
住
し
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
総
人
口
に
占
め
る
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
割
合
は
全
国
的
に
み
て
も

大
変
高
く
、
各
種
の
定
住
化
対
策
事
業
の

成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具

体
的
な
対
策
事
業
と
し
て
は
、
就
業
の
場

の
確
保
（
木
工
事
業
の
振
興
、
特
産
品
開

発
・
製
造
販
売
事
業
等
の
産
業
振
興
及
び

観
光
事
業
の
振
興
）、
村
営
住
宅
の
整
備

及
び
後
継
者
定
住
促
進
条
例
に
よ
る
生
活

支
援
を
こ
れ
ま
で
強
力
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

就
業
の
場
の
確
保

　

本
村
に
は
企
業
が
少
な
い
た
め
村
が
中

心
と
な
り
、
就
業
の
場
の
創
出
に
努
め
て

い
ま
す
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
主
な
従
事
先

は
、
木
工
業
、
農
林
業
、
特
産
品
製
造
販

売
業
（
上
野
村
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
・
十
石

み
そ
工
場
・
森
の
菓
子
工
房
等
）
及
び
観

光
事
業
（
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
上
野
振
興
公

社
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
工
業
に
つ

い
て
は
、
昭
和
51
か
ら
52
年
度
に
か
け
て

△

神
流
川
（
か
ん
な
が
わ
）
は
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ

メ
、
鮎
な
ど
の
多
く
の
渓
流
魚
を
育
み
、
大
勢

の
釣
り
人
に
愛
さ
れ
て
ま
す
。

△

大
自
然
あ
ふ
れ
る
上
野
村
の
風
景

△

川
和
自
然
公
園
と
ま
ほ
ー
ば
の
森
を
結
ぶ
、高
さ
90
ｍ
、長
さ
2
2
5
ｍ

の
上
野
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
。吊
り
橋
を
渡
れ
ば
空
中
散
歩
気
分
。4
月

か
ら
11
月
は
、
1
日
3
回
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
舞
う
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
！

△

上
野
村
の
木
工
品　

食
器
・
お
も
ち
ゃ
か
ら
世

界
で
一
点
の
特
注
家
具
ま
で
、
職
人
た
ち
が
心

を
こ
め
て
つ
く
り
ま
す
。
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建
設
し
た
現
在
の
銘
木
工
芸
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
村
の
森
林
資
源
を
利
用
し
た
挽
物

製
品
（
茶
盆
、
菓
子
器
、
茶
托
等
）
の
加

工
施
設
や
展
示
販
売
施
設
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
含
め
て
十

数
名
の
木
の
工
人
達
が
木
工
家
協
会
を
設

立
す
る
等
、
村
の
貴
重
な
地
場
産
業
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。
森
林
整
備
事
業
に

つ
い
て
も
木
工
業
同
様
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

就
業
の
場
と
し
て
現
在
も
就
職
率
の
高
い

職
種
で
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
製
造
販
売
業
で
は
、
平

成
18
年
度
農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
長
賞

を
受
賞
し
た
上
野
村
農
協
の
十
石
み
そ
工

場
、
村
内
の
木
材
を
使
用
し
た
オ
ガ
の
菌

床
で
椎
茸
や
舞
茸
を
生
産
す
る
村
直
営
の

き
の
こ
工
場
及
び
村
の
素
材
を
活
用
し
た

菓
子
の
開
発
を
手
が
け
て
い
る
村
直
営
の

森
の
菓
子
工
房
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
主
な

就
業
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
営
住
宅
の
整
備

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
主
な
住
居
で
あ
る
村

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
制
約
の
あ

る
公
営
住
宅
の
補
助
金
を
使
用
せ
ず
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
少
な
い
負
担
で
入
居
で
き

る
よ
う
に
村
単
独
で
整
備
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
92
世
帯
分
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
が
、
依
然
供
給
不
足
の
状
況
で
す
。

生
活
支
援

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
生
活
支
援
に
つ
い

て
は
、
村
の
後
継
者
定
住
促
進
条
例
に
基

づ
き
、
生
活
補
給
金
、
結
婚
祝
金
、
仲
人

報
奨
金
及
び
住
宅
資
金
利
子
補
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。当
村
に
移
住
し
て
き
た
場
合
、

移
住
前
に
比
べ
所
得
が
減
少
す
る
場
合
も

多
く
、
安
定
し
た
所
得
が
得
ら
れ
る
ま
で

の
支
援
と
し
て
最
長
36
ヶ
月
を
限
度
に
生

活
補
給
金
を
月
5
万
円
支
給
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、誕
生
祝
金
、養
育
手
当
（
3

人
目
か
ら
月
額
1
万
円
、
最
長
15
年
間
支

給
）、
子
供
の
福
祉
医
療
（
中
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
無
料
）
及
び
低
額
で
の
保

育
の
提
供
（
月
額
2
、
0
0
0
円
）
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
村

に
定
住
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
事
業
の
今
後
の

取
り
組
み

林
業
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
の
模
索

に
よ
る
雇
用
の
拡
大

　

本
村
は
、
交
通
条
件
や
地
形
的
な
条
件

か
ら
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
は
難

し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
既
存
の
就
業
の

場
を
充
実
さ
せ
雇
用
の
拡
大
に
繋
げ
る
と

同
時
に
、
林
業
に
お
け
る
新
し
い
可
能
性

も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
森
林
面
積
が
村
の
総
面
積
の
96
％
を

占
め
る
本
村
で
は
、
一
層
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

対
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
林
業
分
野

に
お
け
る
雇
用
拡
大
は
強
く
求
め
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
搬
出
間
伐

（
伐
採
か
ら
林
内
搬
出
ま
で
）
の
採
算
が

と
れ
る
よ
う
に
村
独
自
の
財
政
的
な
支
援

を
林
業
事
業
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
伐
採
の
際
に
生
じ
る
「
林
地

残
材
」
に
つ
い
て
森
に
放
置
し
て
森
林
荒

廃
の
一
要
因
と
す
る
の
で
は
な
く
、
有
効

的
に
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
村
に
ペ
レ
ッ
ト
工
場

を
建
設
し
、「
林
地
残
材
」
は
当
該
工
場

で
ペ
レ
ッ
ト
化
し
て
村
内
の
施
設
や
住
民

に
供
給
し
、
将
来
的
に
は
村
外
に
も
販
売

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
村
に
よ
る
財

政
的
支
援
等
も
行
い
、
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料

調
達
、
製
造
及
び
流
通
の
各
段
階
に
お
け

る
雇
用
の
創
出
を
ね
ら
い
ま
す
。
林
業
全

体
と
し
て
、
良
材
は
市
場
に
搬
出
、「
林

地
残
材
」
は
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
村
の
森
林
資
源
を
余
す
こ
と
な
く
活

用
す
る
「
村
内
循
環
型
経
済
社
会
」
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
大
き
な
受

け
皿
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。村

営
住
宅
の
更
な
る
充
実

　

現
在
、
村
営
住
宅
は
満
室
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
定
住
希
望
者
へ
の
安
定
的
な

住
宅
供
給
の
た
め
、
今
後
も
積
極
的
に
村

△

現
在
、
伐
採
か
ら
林
内
搬
出
ま
で
、
林
業
で
採

算
が
採
れ
る
よ
う
村
独
自
の
財
政
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
林
業
に
お
け
る
新
た
な

可
能
性
も
模
索
し
ま
す
。

△

上
野
村
の
特
産
品　

自
慢
の
肉
厚
の
き
の
こ
と

十
石
み
そ　

加
工
品
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
1
ヶ
所
に
住
宅
を
集

中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
各
集
落
の
実
情

等
を
勘
案
し
つ
つ
、
村
の
各
集
落
に
住
宅

を
分
散
配
置
し
て
限
界
集
落
の
解
消
に
も

結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
と
村
民
の
様
々
な
交
流
に
よ

り
、
集
落
全
体
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い

き
ま
す
。
実
際
、
地
元
の
人
か
ら
も
「
赤

ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ
え
る
集
落
に
な
り
よ

か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
喜
び
の
声
も
聞

こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、住
宅
を
新
設
す
る
だ
け
で
な
く
、

使
用
し
て
い
な
い
既
存
古
民
家
を
改
修
し

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
定
住
希
望

者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
の
充
実

　

全
国
的
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
な
ど
に
以

前
に
も
増
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、
村
の

魅
力
や
就
業
先
、
こ
れ
ま
で
村
が
実
施
し

て
き
た
各
種
施
策
を
説
明
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

群
馬
県
は
、
現
在
35
市
町
村
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
村
は
群
馬
県
で
最
も
人

口
が
少
な
い
自
治
体
で
す
が
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
対
策
を
通
じ
て
村
民
の
年
齢
構
成
は
変

化
を
み
せ
（
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
ほ
と
ん
ど

が
40
歳
以
下
の
子
育
て
世
代
）、
高
齢
化

及
び
少
子
化
問
題
へ
一
定
の
効
果
が
あ
ら

わ
れ
、
村
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
平
成
20
年
度
に
は
「
地
域

づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」
も
受
賞
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
事
業
の
推

進
に
は
様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
歩

み
を
止
め
ず
、
小
さ
く
て
も
活
気
に
あ
ふ

れ
、
自
立
す
る
村
の
代
表
モ
デ
ル
と
な
れ

る
よ
う
に
今
後
も
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

（
上
野
村
長　

神
田
強
平
）

△

定
住
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
は
か

る
た
め
、
積
極
的
に
村
営
住
宅
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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町
は
、
看
護
士
等
が
対
象
の
修
学
資
金
貸

付
制
度
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
医
師
も
対
象
に
追
加
し
た
。い
ず
れ
も
、

町
内
の
病
院
等
に
一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合

は
、
貸
付
金
の
返
還
を
免
除
す
る
。

　

町
に
は
、
Ｊ
Ａ
厚
生
病
院
や
診
療
所
が
あ

る
が
、
医
師
と
看
護
士
等
は
慢
性
的
に
不
足

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
看
護
士
等

へ
の
修
学
資
金
の
貸
付
を
制
度
化
。
す
で
に

30
人
程
度
に
貸
付
を
行
っ
て
い
る
が
、
病
院

等
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
今
回
、
医
師
も
対

象
に
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
3
年
間
勤
務
す

る
者
に
36
万
円
の
資
金
も
貸
し
付
け
る
。
こ

れ
ら
は
町
民
・
町
民
以
外
を
問
わ
な
い
。

　

修
学
中
の
看
護
士
等
に
は
月
3
万
円
、
准

看
護
士
等
は
同
2
万
円
、
医
学
生
に
は
同
10

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
。

そ
し
て
、
卒
業
後
2
年
以
内
に
町
内
の
病
院

等
に
勤
務
し
、
そ
の
在
職
期
間
が
貸
付
期
間

と
同
じ
に
な
る
と
返
還
を
免
除
す
る
。
3
分

の
2
以
上
勤
務
し
た
場
合
も
一
部
免
除
す

る
。

　

町
で
は
、
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
設

け
る
な
ど
移
住
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
関
連
か
ら
も
医
師
の
確
保
を
働
き
か
け
て

い
る
。

　

町
は
年
内
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
紅
葉
、

季
節
の
花
の
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
携
帯
電

話
用
の
観
光
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
を
開

始
す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

メ
ー
ル
の
配
信
や
運
営
等
の
業
務
は
業
者

に
委
託
。
近
く
入
札
を
行
い
、
選
定
業
者
と

具
体
的
な
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
内
容
な
ど
を

検
討
す
る
。
町
は
、「
12
月
1
日
か
ら
の
配

信
開
始
」
と
2
週
間
に
1
回
以
上
の
配
信
を

見
込
ん
で
い
る
。
併
せ
て
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
利
用
し
て
、
飲
食
店
な
ど
で
割
引
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
等

を
配
信
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、「
商
工
会

と
検
討
」
す
る
と
い
う
。

　

な
お
、
町
の
観
光
協
会
は
携
帯
電
話
用
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
お
す
す
め
情
報
を
配
信
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
掲
載
し

て
あ
り
、
携
帯
電
話
で
読
み
込
む
と
携
帯
専

用
サ
イ
ト
を
簡
単
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

町
で
は
、
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
特
産

品
な
ど
地
域
資
源
を
広
く
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
「
か
み
か
わ
百
選
」
を
選
定
す
る
。

こ
の
た
め
現
在
、
町
内
外
、
個
人
・
団
体
を

問
わ
ず
に
推
薦
者
か
ら
町
の
「
自
慢
の
見
ど

こ
ろ
」「
自
慢
の
名
物
」
を
募
集
し
て
い
る
。

　

町
に
よ
る
と
、
町
内
に
は
、
伝
統
芸
能
・

行
事
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
、
郷
土
料
理
、

農
産
物
な
ど
、
地
域
の
人
の
力
で
守
ら
れ
て

い
る
、次
世
代
に
継
承
す
べ
き
地
域
資
源（
宝

も
の
）
が
多
く
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
を
個
人
、
団
体
、
町
内
在
住
の
有
無
、

年
齢
等
を
問
わ
ず
に
指
定
の
推
薦
書
に
よ
り

推
薦
し
て
も
ら
い
、
今
年
9
月
に
、
4
月
か

ら
8
月
末
日
ま
で
に
推
薦
の
あ
っ
た
も
の
を

審
査
。
ま
た
、
9
月
か
ら
来
年
2
月
ま
で
に

推
薦
が
あ
っ
た
も
の
を
来
年
3
月
に
審
査
す

る
予
定
。

　

地
域
資
源
の
例
に
は
、
○
○
村
の
演
芸
会

（
盆
踊
り
）
や
△
△
の
藁
ぞ
う
り
づ
く
り
、

○
○
の
お
地
蔵
さ
ん
な
ど
を
例
示
。さ
ら
に
、

△
△
の
民
話
（
昔
話
）
や
○
○
さ
ん
家
の
大

き
な
柿
の
木
、
昔
か
ら
伝
わ
る
△
△
料
理
な

ど
を
示
し
て
い
る
。

　

町
は
、
防
腐
剤
な
ど
を
一
切
加
え
な
い
新

技
術
に
よ
り
、三
朝
温
泉
の
源
泉
1
0
0
％
、

『
三
朝
み
す
と
』
を
開
発
し
た
。
2
0
0
6

年
10
月
に
発
売
を
開
始
し
、
す
で
に
製
造
実

績
12
万
本
を
突
破
し
て
い
る
。
美
肌
の
湯
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
町
の
認
知
度
を

高
め
て
い
く
作
戦
だ
。
実
際
に
手
に
し
、『
自

分
の
肌
に
合
う
』
と
い
う
こ
と
で
、
三
朝
に

足
を
運
ぶ
観
光
客
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
町
長
が
全
国
観
光
地
所
在
地

町
村
協
議
会
長
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
、
日

本
全
国
の
温
泉
地
ブ
ラ
ン
ド
化
粧
品
の
宣
伝

効
果
を
日
本
列
島
に
広
げ
、
世
界
に
日
本
の

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
を
観
光
地
の
あ
る

町
村
に
誘
客
す
る
こ
と
が
狙
い
で
も
あ
る
。

県
庁
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

の
協
力
も
あ
り
、
す
で
に
台
湾
・
韓
国
の
物

産
展
で
『
三
朝
み
す
と
』
は
数
回
披
露
さ
れ

て
お
り
、
台
湾
で
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
記
者
会

見
の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

温
泉
地
ブ
ラ
ン
ド
化
粧
水
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
こ
ち
らhttp://w

w
w
.onsensui.

info/info/

　

村
は
、
こ
の
7
月
に
「
自
然
の
恵
み
で
い

や
さ
れ
る
旅
」
と
し
て
真
庭
観
光
連
盟
が
企

画
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー
を
受
け

入
れ
る
。
昨
年
5
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
体

験
者
は
1
、
2
0
0
人
を
超
え
て
お
り
、
村

で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
村
民
の
健
康

づ
く
り
と
村
外
住
民
と
の
交
流
の
さ
ら
な
る

促
進
に
期
待
し
て
い
る
。

　
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」は
、（
社
）国
土
緑

化
推
進
機
構
が
、
森
林
の
も
つ
「
癒
し
」
効

果
を
科
学
的
に
検
証
し
認
定
す
る
。
新
庄
村

は
、
2
0
0
8
年
4
月
に
認
定
さ
れ
た
。
大

山
隠
岐
国
立
公
園
内
の
原
生
林
の
中
、「
森

の
案
内
人
」
と
と
も
に
天
然
杉
や
高
山
植
物

を
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
。「
ゆ

り
か
ご
の
小
経
散
策
」
コ
ー
ス
は
、
毛
無
山

の
麓
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

全
長
2
キ
ロ
、所
要
時
間
約
90
分
の
小
経
で
、

料
金
は
5
0
0
円
。
ま
た
、「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
コ
ー
ス
は
、
土
用
ダ
ム

周
辺
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
所
要
時
間
約
1

0
0
分
の
コ
ー
ス
。
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く

こ
と
で
通
常
よ
り
40
％
も
カ
ロ
リ
ー
消
費
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
料
金
は
3
、0
0
0
円
。

岡
山
県
新し

ん

庄じ
ょ
う

村そ
ん

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」体
験
ツ
ア
ー

を
受
入
れ

兵
庫
県
神か

み

河か
わ

町
ち
ょ
う

「
か
み
か
わ
百
選
」
を
募
集

鳥
取
県
三み

朝さ
さ

町
ち
ょ
う

地
元
温
泉
化
粧
水
で
観
光
立
町

を
目
指
す

三
重
県
菰こ

も

野の

町
ち
ょ
う

携
帯
電
話
用
の
観
光
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
へ

北
海
道
弟て

子し

屈か
が

町
ち
ょ
う

医
師
等
の
修
学
資
金
を
町
内
勤

務
で
免
除
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建
物
災
害
共
済
事
業

　

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る
建
物

等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を

相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地

方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道

府
県
支
部
（
町
村
会
）
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
市
町

村
合
併
の
影
響
に
よ
る
委
託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分

担
金
収
入
は
減
収
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度

内
容
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
共
済
委
託
団
体

の
財
政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

継
続
加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
額
九
二

億
五
、
一
七
三
万
余
円
（
前
年
度
比
三
・
六
％
減
）、

支
出
額
八
二
億
三
一
六
万
余
円
（
同
二
・
八
％
減
）

で
収
支
差
引
額
は
一
〇
億
四
、
八
五
七
万
余
円
の
剰

余
と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
規
約
に
基

づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
1
）
の

と
お
り
で
あ
る
。
受
託
件
数
は
三
六
九
、
九
九
八
件

で
、
前
年
度
比
二
、
三
二
二
件
（
〇
・
六
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
八
二

億
余
円
増
の
三
一
兆
一
、七
八
四
億
余
円
と
な
っ
た
。

収
入
分
担
金
は
、
六
○
億
四
、
一
七
三
万
余
円
で
前

年
度
実
績
六
〇
億
六
、
六
四
一
万
余
円
に
比
し
二
、

四
六
七
万
余
円
（
〇
・
四
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

2
、
罹
災
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
（
2
）
の
と

お
り
で
あ
る
。
罹
災
件
数
は
三
、
九
八
三
件
で
、
前

年
度
よ
り
九
六
二
件
（
一
九
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
三
億
七
、
四
八
七
万
余

円
（
一
二
・
六
％
）
減
の
二
五
億
九
、
六
五
三
万
余

円
と
な
っ
た
。
な
お
、
収
入
分
担
金
六
○
億
四
、
一

七
三
万
余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
四
三
・
〇
％
で
あ

る
。

3
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表（
3
）の
と
お
り
で
あ

る
。
罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、
支

払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境

衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

4
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・
津

波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、
平
成
二

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平　
　
　

成

二
十
一
年
度

表⑴　建物共済受託実績

区　　　分 平成21年度 平成20年度 比較増減 増減率

件 数 369,998件 367,676件 2,322件 0.6％

共済責任額 31,178,406,020千円 31,170,110,324千円 8,295,696千円 0.0％

収入分担金 6,041,732,848円 6,066,411,146円 △24,678,298円 △0.4％

（注）△印は減を示す。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況

区　　　分 平成21年度 平成20年度 比較増減

件 数 49件 101件 △52件

災害見舞金給付額 51,747,111円 26,086,146円 25,660,965円

未 払 費 用 15,004,281円 119,182,980円 △104,178,699円

合 計 66,751,392円 145,269,126円 △78,517,734円

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況

用　途　別 件　　　数 支　払　共　済　金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学校関係施設 896件（ 22.5％） 260,201,539円（ 10.0％） 4.3％（ 18.2％）

役場関係施設 413　（ 10.4％） 169,434,885　（　6.5％） 2.8　（ 44.4％）

医療関係施設 43　（　1.1％） 20,767,032　（　0.8％） 0.3　（　9.4％）

住 宅 施 設 186　（　4.7％） 222,047,281　（　8.6％） 3.7　（ 45.1％）

社会教育・文化施設 465　（ 11.7％） 178,419,126　（　6.9％） 3.0　（ 19.1％）

福祉関係施設 299　（　7.5％） 69,847,033　（　2.7％） 1.2　（ 12.5％）

体育・レクリエーション施設 585　（ 14.7％） 266,421,978　（ 10.3％） 4.4　（ 31.8％）

環境衛生施設 590　（ 14.8％） 1,206,896,943　（ 46.4％） 19.9　（182.3％）

その他の施設 506　（ 12.6％） 202,503,233　（　7.8％） 3.4　（ 38.7％）

合 計 3,983　（100.0％） 2,596,539,050　（100.0％） 43.0 　　――

（注） 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　　）は各用途別区分
収入に対する用途別の損害率である。

表⑵　建物共済罹災状況

区　　　分 平成21年度 平成20年度 比較増減 増減率

件 数 3,983件 4,945件 △962件 △19.5％

支払共済金 2,596,539,050円 2,971,417,404円 △374,878,354円 △12.6％

損 害 率 43.0％ 49.0％ △6.0％ ――

（注）△印は減を示す。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共

済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
開
催
の
評
議
員
会
の
同
意
を
得
、
同
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業

概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約

第
二
二
条
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
、
全
国
町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ

を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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十
一
年
度
に
お
い
て
は
、表（
4
）の
と
お
り
で
あ
る
。

5
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
一
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
四
六
八
億
四
、
二
八

二
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

〇
四
億
六
、
三
五
七
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一

六
三
億
七
、
九
二
四
万
余
円
で
あ
る
。

6
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
、
表
（
5
）
の

と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び
自
動
車
に

よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損

害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共

済
事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）の
規
定
に
よ
る
共
済

事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
た
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支

部
（
町
村
会
）
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
基
盤
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
市
町
村
合
併

の
影
響
に
よ
る
委
託
団
体
の
減
少
に
伴
い
分
担
金
収

入
は
減
収
と
な
っ
た
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
内
容
の
充
実

を
は
か
る
と
と
も
に
、
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
事
故

処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査
定
体

制
の
強
化
を
は
か
り
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め

て
い
る
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合
計
額

四
〇
億
三
、
二
二
〇
万
余
円
（
前
年
度
比
六
・
一
％

減
）、
支
出
額
三
八
億
四
、
八
一
〇
万
余
円
（
同
五
・

三
％
減
）
で
差
引
き
一
億
八
、
四
〇
九
万
余
円
の
剰

余
と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規
約
に

基
づ
き
、
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
れ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
受
託
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
6
）
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
七
、
八
六
八
万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
に
比

し
、
二
八
四
万
余
円
（
〇
・
一
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済
に
お

い
て
は
、
一
一
四
、
五
七
三
台
で
前
年
度
比
六
五
九

台
（
〇
・
六
％
）
の
増
、
収
入
分
担
金
一
二
億
八
、

二
二
〇
万
余
円
で
、
前
年
度
比
一
、
二
一
二
万
余
円

（
一
・
〇
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済

に
お
い
て
は
、
対
物
賠
償
共
済
一
一
九
、
一
七
四
台

で
前
年
度
比
五
二
二
台
（
〇
・
四
％
）、
対
人
賠
償

共
済
一
一
八
、
九
二
六
台
で
、
前
年
度
比
五
一
一
台

（
〇
・
四
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
収
入
分
担
金
は

対
物
賠
償
共
済
九
億
二
、
五
九
六
万
余
円
で
前
年
度

比
七
〇
〇
万
余
円
（
〇
・
八
％
）、
対
人
賠
償
共
済

五
億
七
、
〇
五
一
万
余
円
で
、
前
年
度
比
七
九
六
万

余
円
（
一
・
四
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

2
、
損
害
の
状
況

　

平
成
二
十
一
年
度
の
損
害
状
況
は
表
（
7
）
の
と

お
り
で
あ
っ
て
、
損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
六
、
三

二
四
件
、
前
年
度
比
六
六
件
増
加
し
、
対
物
賠
償
共

済
は
二
、
〇
〇
九
件
で
、
前
年
度
比
二
一
二
件
、
対

人
賠
償
共
済
は
一
七
六
件
で
、
前
年
度
比
一
五
件
の

減
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
二
・
八
％
増
加
し
、
対
物
賠
償
共
済
は

〇
・
九
％
、
対
人
賠
償
共
済
一
七
・
八
％
減
少
し
た
。

3
、
支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
の
上
、
平
成
二
十
一

年
度
支
払
備
金
と
し
て
五
八
七
件
、
三
億
三
、
六
二

六
万
余
円
を
計
上
し
た
。

4
、
諸
積
立
金

　

平
成
二
十
一
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財

産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
一
五
九
億
四
、
〇
三

二
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

九
億
七
、
四
九
〇
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
一
一

九
億
六
、
五
四
一
万
余
円
で
あ
る
。

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
21
年
度

台 数 114,573台 119,174台 118,926台 352,673台
収入分担金 1,282,204,260円 925,964,390円 570,513,130円 2,778,681,780円

平
成
20
年
度

台 数 113,914台 118,652台 118,415台 350,981台
収入分担金 1,270,080,160円 932,969,090円 578,480,520円 2,781,529,770円

比
較
増
減
（
％
）

台 数 659台 522台 511台 1,692台
　 　（0.6％） （0.4％） （0.4％） （0.5％）

収入分担金 12,124,100円 △7,004,700円 △7,967,390円 △2,847,990円
　 　（1.0％） （△0.8％） （△1.4％） （△0.1％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
21
年
度

件 数 6,324件 2,009件 176件 8,509件
支払共済金 959,712,907円 328,072,789円 212,604,894円 1,500,390,590円
損 害 率 （74.8％） （35.4％） （37.3％） （54.0％）

平
成
20
年
度

件 数 6,258件 2,221件 191件 8,670件
支払共済金 914,581,533円 338,966,377円 318,814,642円 1,572,362,552円
損 害 率 （72.0％） （36.3％） （55.1％） （56.5％）

比
較
増
減（
％
）

件 数 66件 △212件 △15件 △161件
支払共済金 45,131,374円 △10,893,588円 △106,209,748円 △71,971,962円
損 害 率 （2.8％） （△0.9％） （△17.8％） （△2.5％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。

表⑸　消防設備資金融資

貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末貸付残金

平成1 5年度 241件 3,394,000,000円 2,834,132,000円 559,868,000円

平成1 6年度 211　 3,360,500,000　 2,310,896,000　  1,049,604,000　

平成1 7年度 133　 2,296,700,000　 1,202,756,000　 1,093,944,000　

平成1 8年度 117　 1,950,800,000　 682,304,000　 1,268,496,000　

平成1 9年度 98　 1,750,800,000　 297,440,000　 1,453,360,000　

平成2 0年度 99　 1,879,300,000　 0　 1,879,300,000　

平成2 1年度 82　 1,633,900,000　 0　 1,633,900,000　

合 計 981　 16,266,000,000　 7,327,528,000　 8,938,472,000　

（注）平成21年度の貸付条件は次のとおりである。
　　 1．償還期限は資金を借受けた翌年度から7年以内。
　　 2． 貸付利率は貸付期日により異なり、12月1日貸付分が0.6％、1月12日貸付分が

0.8％、2月1日貸付分が0.6％、3月1日貸付分が0.6％、3月25日貸付分が0.6％で
ある。
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随 想

最
近
の
風
潮
な
の
か
、
一
部
の
人
の
考

え
方
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
勝
ち
負

け
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向

が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

特
に
義
務
教
育
の
中
で
は
、
顕
著
に
現

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
こ
の
傾
向
に
は
賛
意
を
表
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

人
間
の
生
涯
は
、
自
分
の
好
む
、
好
ま

ざ
る
の
関
係
な
く
、
勝
負
の
世
界
に
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
思
い
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

こ
の
世
に
産
声
を
あ
げ
た
時
に
、ま
ず
、

最
初
に
周
り
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
大
き
さ
、

体
重
の
比
較
に
始
ま
り
、
よ
ち
よ
ち
歩
く

時
期
の
比
較
、
保
育
園
や
幼
稚
園
で
の
お

遊
戯
会
で
の
優
劣
な
ど
、
こ
れ
ら
は
本
人

が
分
か
ら
な
い
中
で
の
こ
と
で
あ
る
。

少
し
成
長
し
、
小
学
校
の
運
動
会
や
中

学
校
の
体
育
大
会
で
の
徒
競
走
の
速
さ
、

そ
し
て
、
人
生
の
中
で
は
比
較
的
大
き
な

勝
負
の
時
期
が
近
づ
い
て
く
る
。
そ
れ
が

受
験
戦
争
で
あ
る
。
高
校
に
始
ま
り
、
大

学
入
試
、
就
職
試
験
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
本
人
の
能
力
が
大
き
く
左

右
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
一
定
の
枠
の
中

に
入
る
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力
が
必
要

と
な
る
の
で
あ
る
。

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
同
期
と
の
競
争
、
先
輩
、
後
輩
と
の
軋

轢
が
あ
っ
た
り
等
々
、
過
酷
な
社
会
生
活

を
送
る
の
が
一
般
的
な
人
生
で
あ
る
と
思

う
。
そ
し
て
第
一
線
を
退
き
、
悠
々
自
適

の
生
活
が
始
ま
る
と
、
や
が
て
年
と
と
も

に
知
力
、
能
力
、
体
力
が
衰
え
て
人
生
の

最
期
を
迎
え
る
時
、
家
族
か
ら
、「
う
ち

の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
隣
の
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
り

早
く
（
遅
く
）
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
、

比
較
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
生
ま
れ
た
時
か

ら
死
ぬ
ま
で
、
勝
ち
負
け
の
世
界
に
生
か

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
し
角
度
を
変
え
て
み
よ
う
。

他
人
か
ら
「
あ
な
た
の
趣
味
は
何
で
す

か
。」
と
聞
か
れ
た
ら
、
多
く
の
人
は
ス

ポ
ー
ツ
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
と
答
え
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
真
に
勝
つ
か
負

け
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
も
の
な
の
で

す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
勝
つ
だ
け
で

な
く
、
参
加
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。」

と
の
言
葉
は
、
現
代
社
会
で
は
通
用
し
な

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
段
位
を
上
げ
る
た
め
に
努
力
を

重
ね
る
、
芸
能
、
美
術
の
分
野
も
同
様
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
生
の
中
で
数
多
く
の

勝
負
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ば
く

ち
（
賭
博
）
と
言
う
と
、
多
く
の
人
は
眉

を
ひ
そ
め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々

首
長
は
、
ば
く
ち
打
ち
の
最
た
る
人
間
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

何
故
か
と
言
え
ば
、
選
挙
戦
を
勝
ち
抜

い
て
、
今
の
立
場
が
あ
る
の
で
す
。
ば
く

ち
（
勝
負
）
の
嫌
い
な
人
は
首
長
に
は
な

れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
職

に
つ
い
て
か
ら
は
、
堂
々
と
勝
負
事
は
好

き
で
す
と
、
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
勝
負
事
は
、

体
力
、
気
力
、
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
こ
そ
良
い
方
に
向
か
う
も
の
で
あ
り
、

行
政
と
も
少
し
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
る

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
に
は
、
小
学
生
の
孫
が
お
り
、
孫
と

接
す
る
時
に
少
し
ず
つ
勝
負
の
道
理
、

ル
ー
ル
違
反
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
勝
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
喜
び
、

充
実
感
、
負
け
た
時
の
悔
し
さ
、
悲
し
さ

を
乗
り
越
え
る
術
を
教
え
な
が
ら
、
遊
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
自
分
が
熱

く
な
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
こ
れ
か
ら
先
、
負
け
た
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
負
け
て
し
ま
っ

た
」
と
落
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
次
に
ま

た
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
な
人
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
、
周
り
か
ら
勝
負
の
世
界
に
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
、
時
に
は
、
自
ら
進
ん

で
勝
負
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
、
次
の
世
代
に
残
さ
な
け

れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

四し 

方か
た

　
昌ま

さ 

夫お

人
生
勝
負
の
世
界
に　

　
　
　

生
か
さ
れ
て
い
る

北
海
道
中な

か

富ふ

良ら

野の

町
長
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